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収

納

談

長

農

産

謀

長

保

健

課

長

土

木

課

長

兼
建
築
諒
長

交
通
説
主
幹

郵
奇
啓
吾
佐

水

道

課

長

兼
館
唱
な
エ
幹

教
育
委
員

会

庶

務

謀

長

審

委

長

余

儀

謀

長

兼
間
僚
協
絡
鍔
弐
胤
謀
長

選

挙

管

理

参

高

山

員
会
時
間
記

f

一
均
時
時
飴
岩
崎

て
出
席
事
務
局
職
員

事

務

局

長

高

尾

祭

記

兵

藤

恭

替

記

川

上

義

一、

訴
事
日
程
(
第
一
号
)

昭
和
四
十
八
年
八
月
二
十
四
日
午
前
十
時
開
議

日
粍
第
一
会
議
録
署
名
所
長
の
指
名

白
羽
快
第
二
会
期
の
決
定

「

報

告

第

二

号

一
詩
宗
第

六

十

号

日
穂
第
三
一
L

議
案
第
六
十
一
号

大鈴岩飯綱石検

島井溶

憲

回

治

国l鳩木

重

汐

i時

政
川
上
賢
爾

隆

男治謀功

菌
t

恵
緊
謀
長

水

産

謀

長

衛

生

課

長

交

通

謀

長

直
民
セ
ン
タ
ー

館

長
補
華
麗
所
長

教

育

長

山館谷鈴安斉羽佐榎福鈴脇

石貝木ロ山藤国宮野本回木田

茂勘豊武房

作男雄

実栄義光

教
育
委
員
会

単
扶
或
嘉
昨
長
員
会
詠
長

義哲7じ英

{
女
房
中
央
土
地
改
良
区
の
経
営
状
況
説
明

脅
の
提
出
に
つ
い
て

あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ
い
て

あ
ら
た

K
生
じ
た
土
地
を
市
の
区
域
内
に

編
入
す
る
と
と

K
つ
い
て

館
山
市
乳
幼
児
医
療
費
支
給
条
例
の
制
定

談
笑
第
六
十
二
号

男

監
苓
義
務
局
長

郎雄一隻

事
務
層
務
備
か
」

讃

記

戸
U

暗
唱

H

a

m-
一ロ

生力

「
議
案
第
六
十
三
号

K
つ
い
て

昭
和
四
十
八
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正

予
算
(
第
二
号
)

一治

騨，

会

午
前
十
時
五
分
開
会

O

誘
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
本
日
の
出
席
議
員
数
二
十
六
名
、

和
四
十
八
年
第
三
田
市
議
会
定
例
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

と
れ
よ
h
p
昭

夫

議

長

毒自

告

の

男

り
議
長

2
ロ
田
勇
治
泌
君
)
本
定
例
会
誇
察
審
議
の
た
め
、
地
方
自
治
法
第

百
二
十
一
条
の
規
定
陀
よ
る
出
席
要
求
に
対
し
、

L
V

手
も
と
陀
配
付
の
と
な

り
出
席
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
御
了
承
闘
闘
い
ま
す
。

な
台
、
監
脊
-
雲
山
県
よ
り
五
月
乃
至
七
月
実
施
の
監
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ

て
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
お
手
も
と
に
配
付
の
印
刷
饗

K
よ
り
御
了
承
膨
い

ま
す
。

繁雄哲始

t~ .. ~ -_ 
:j白

議

嵐

付

の

O

議
長
(
士
口
田
勇
治
郎
君
)
議
案
を
配
付
い
た
さ
せ
ま
す
。
議
案
の
配
付
鴻

れ
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
!
配
付
漏
れ
注
し
と
認
め
を
す
。

，

本
日
の
諒
事
は
hu
手
も
と

K
配
付
の
臼
穂
表
に
よ
一
・9
行
な
い
ま
す
。

ム
討
議
摂
軽
名
議
員
の
指
名

0
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
〉

い
ま
す
。

日
程
第
一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
な

七
番
一部
員
渡
辺
昭
夫
君
、

二
七
番
暗
殺
負
担
一
月
照
正
君
以
上
両
君
を
指
名
い
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l 
d 

-
d ， 

た
し
ま
す
。会

制

決

定

の

O
議
長
(
士
ロ
閉
勇
治
郎
君
)
日
程
第
二
、
会
期
の
決
定
を
行
な
い
ま
す
。

本
定
例
会
の
会
期

K
っ
き
、
議
会
運
営
協
議
会
の
意
見
は
本
八
月
二
十
四

日
か
ら
八
月
三
十
日
ま
で
の
七
日
間
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。

訟
は
か
h
y
い
た
し
ま
す
。
会
期
を
七
日
間
と
定
め
ま
す
と
と

K
御
異
議
ど

ざ
い
ま
ぜ
ん
か
。
(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
・
9
)

O
議
長
(
土
日
田
勇
治
郎
君
)
御
異
替
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
会
期
は
八

月
二
十
即
日
か
ら
八
月
三
十
日
ま
で
の
七
日
間
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

提

訴

理

由

の

説

明

0
議
長
(
士
口
問
勇
治
郎
君
)
と
の
際
、
本
定
例
会
招
集
K
っ
き
市
長
職
務
代

理
の
あ
い
さ
つ
並
び

K
援
祭
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

(
市
長
職
務
代
理
者
助
役
畠
山
伝
君
登
壇
)

O
市
長
時
務
代
理
者
助
役
(
自
問
山
伝
君
〉
一
言
ど
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
を

ナ。.
と
の
た
び
、
本
間
市
長

K
は
病
気
の
た
め
入
院
し
、
職
務
に
専
念
す
る
ζ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
八
月
十
三
白
か
ら
当
分
の
間
私
が
市
長
の
職
務
を

代
理
す
る
と
と

K
左
b
ま
し
た
。

私
、
職
務
代
理
者
と
し
て
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
K

最
善
を
尽
し
て
激
務
の
遂
行
を
は
か
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
議
員
各
位

の
絶
大
な
る
御
指
導
と
御
協
力
を
な
殿
い
す
る
次
第
で
あ

D
ま
す
。

本
日
は
暑
さ
き
び
し
い
中
で
あ
り
ま
す
が
、
第
三
固
定
例
市
議
会
を
同
体

開
催

。
た
め
、
本
日

K
銭
円

b
上
げ
て
招
集
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
呂
、
上
程
い
え
し
ま
し
た
案
件
は
報
告
関
係
で
一
件
、
一
般
議
案
三
件
並

び

K
一
作
会
計
補
正
予
鎮
で
ど
ざ
い
ま
す
。
以
下
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
御

説
明
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
報
告
関
係
と
い
た
し
ま
し
て
、
安
房
中
央
土
地
改
良
区
の
経
営
状

況
説
明
警
の
提
出
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
ナ
が
、

ζ

れ
は
本
市
が
同
改
良
区
の

借
入
金
に
対
し
て
損
失
補
償
を
し
て
い
る
関
係
か
ら
、
地
方
自
治
法
の
規
定

K
よ
り
報
告
す
る
も
の
で
あ
b
ま
す
。

次

K
、
新
た
陀
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ
い
て
並
び

K
新
た
に
生
じ
た
土

地
を
市
の
区
域
内

K
編
入
す
る
と
と
に
つ
い
て
で
あ

D
ま
す
が
、
館
山
市
館

山
字
大
浜
の
ヨ

y

ト
ハ

l
パ

l
敷
地
に
か
か
わ
る
公
有
水
面
埋
立
て

K
つ
い

て
は
昨
年
三
月
及
び
本
年
七
月
の
市
誇
会
に
な
き
ま
し
て
、
県
知
事
の
諮
問

に
対
し
呉
昌
昨
な
い
旨
答
申
し
た
と
ζ

ろ
で
あ

D
ま
す
が
、
こ
の
た
び
県
知
事

か
ら
竣
工
認
可
し
た
旨
の
通
知
が
あ

b
ま
し
た
の
で
、
地
方
自
治
法
第
九
条

の
五
の
規
定

K
よ
り
、
新
た

K
生
じ
た
土
地
の
確
認
を
行
な
弓
と
と
も

K
同

法
二
百
六
十
条
の
規
定
陀
よ
り
同
土
地
を
館
山
布
館
山
字
大
浜
の
区
域

K
編

入
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
議
会
の
議
決
を
健
て
と
れ
を
定
め
る

ζ

と
に
な
っ
て
な
り
ま
す
。

次
K
、
乳
幼
児
医
療
賢
支
給
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
で
あ

b
支
す
が
、
本

年
度
の
施
政
方
針
で
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
実
施
し

て
ま
い

b
ま
し
た
零
歳
児
を
対
象
と
し
た
乳
児
医
療
給
付
に
つ
い
て
は
、
さ

ら

K
乳
幼
児
保
停
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
五
歳
児
ま
で
給
付
範
阪
を
拡
大

し
、
本
年
十
月
か
ら
実
施
し
ょ
，
っ
と
す
る
も
の
で
あ
b
ま
す
。

次

K
、
一
般
会
計
補
正
予
算
で
あ

b
ま
す
が
、
今
回
古
川
入
歳
出
予
算
と
い

た
し
ま
し
て
千
二
十
二
万
六
千
円
の
追
加
め
正
を
訟
恥
い
し
よ
う
と
す
る
も

-8-



そ
の
な
も
な
も
の
は
、
総
務
蔵
官

K
L
U
い
て
市
史
の
追
録
の
印
刷
代
と
し
て

四
十
万
六
千
円
、
地
方
税
法
の
一
部
改
正

K
伴
う
一
時
的
の
事
務
琶
の
増
加

を
補
う
た
め
の
臨
時
職
員
賃
金
九
十
五
万
一
千
円
、
農
林
水
産
葬
品
叫
に
な
い

て
安
一
厨
中
央
土
地
改
良
区
が
前
年
度
か
ら
実
施
し
て
な
り
ま
す
東
部
地
区
土

地
基
盤
整
併
事
業
の
設
計
径
一K
つ
い
て
受
義
者
負
担
の
軽
減
を
は
か
る
た
め

補
助
金
と
し
て
二
百
四
十
万
戸
、
コ
イ
の
稚
魚
を
放
流
し
、
そ
の
管
理
を
農

家
組
合

K
委
託
し
、
食
用
ま
た
り

ν
ジ
ャ

1
用
と
し
て
農
家
所
得
の
向
上
を

は
か
る
た
め
の
稚
魚
購
入
野
三
ト
万
円
、
教
育
務
'
k
h
u

い
て
県
立
{
女
房
博
物

倖
建
設
や
寄
付
金
と
し
て
五
百
万
円
、

ζ

れ
は
当
初
予
算
の
説
明
の
際
申
し

土
げ
・
ま
し
た
が
、
地
元
寄
付
金
と
し
て
一
千
万
円
を
二
回

K
分
け
て
寄
付
を

す
る
予
定
で
当
初
予
算
に
五
百
万
円
計
上
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
博
物

館
の
完
坊
も
間
近
か

K
合

っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
残
り
を
今
回
計
上
し
た
次

第
で
あ
り
設
す
。

以
上
、
歳
出
の
お
も
も
u
も
の
で
ど
さ
い
ま
す
が
、

ζ

れ
が
財
源
と
し
て
園
、

熊
支
出
金
の
特
定
財
源
が
二
百
二
十
八
万
一
千
円
、
そ
の
他
を
一
般
財
源
で

究
当
し
ょ
弓
と
す
る
も
の
で
あ

b
ま
す
。

以
上
、
と
の
た
び
提
突
い
た
し
・
ま
し
た
案
件
の
概
要
K
つ
い
て
説
明
い
た

し
空
し
た
が
、
な
-h
g
p

詳
細
陀
つ
き
ま
し
て
は
‘
御
努
問

K
応
じ
私
ま
た
は

担
当
課
長
等
か
ら
む
答
え
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
抑
容
認
甘
く

だ
さ
る
よ
う
な
願
h

い
た
し
ま
す
。

0
詩
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

の
で
あ
り
ま
す
。

議

EE 

o
d
F
長
(
吉
田
勇
治
郎
菜
)

そ
D 

P
K
E
E
pb
 

以
上
で
あ
い
さ
つ
並
び

K
{説
明
を
終
り
ま
す
。

の

上

程

日
程
第
三
、
報
告
第
二
号
及
び
詩
集
録
六
十
号

ま

'z

、J」制
旬
l

時
三
可
員
H
F

・-、
乃
至
読
ん
京
第
六
十
三
号
を
一
括
し
て
誌
思
と
い
た
し
ま
す
。

議

生

の

内

容

説

明

0
一
帯
長

(
吉
田
勇
治
郎
君
)

訟
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
一
一
部
題
と
な

U
ま
し
た
各
案
件
は
、

本
日
付
乙
れ
が
内
容
動
明
の

み
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ζ

れ
K
御
袋
内
d
F
ど
さ
い
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」

と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O

議
長
た。

(
吉
田
勇
治
郎
君
)

御
配
持
誌
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
決
し
空
し

な
は
か
り
い
た
し
ま
寸
。

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
各
案
件
は
朗
読
を
省
略
し
、官咽
」ち
K
と
れ

が
内
容
説
明
を
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
む
と
れ

K
御
呉
諒
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

.
(
「
呉
読
も
は
し
」
と
呼
ぶ
考
あ
り
)

0
誤
一
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
巣
家
友
し
と
認
め
ま
す
。

た。
と
の
隊
、

よ
っ
て
決
し
ま
し

ζ

れ
よ
り
順
次
説
明
を
求
め
ま
す
。

報
告
第
二
号
安
一
男
中
央
土
地
改
良
区
の
経
営
状
況
説
明
書
の
提
出

K
つ

h 

て

0
農
産
諒
長
(
石
井
謀
君
)
報
告
第
二
号
安
一
房
中
央
土
地
改
良
阪
の
経
営

状
況
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
度
安
一
房
中
央
土
地
改
良
区
の
歳
入
歳
出
決
算
か
ら
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
ず
、
四
ペ

ー
ジ
か
ら
五
ペ
ー
ジ
に
歳
入
関
係
が
お
一
が
し
し
て
ど
さ
い
ま

す
が
、
昭
和
四
十
七
年
度
の
歳
入
の
決
算
内
容
は
総
領

K
い
た
し
ま
し
て
一

億
三
千
六
百
十
九
万
五
千
こ
ち
二
十
問
円
で
ど
ざ
い
ま
す
。
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C
4ヲヴ
E
r
-
-z
E
E
t
m
f
zp
、

主
主J
-

久
、、
。
J
伊
」

B
・L
-』一
げ
ま
す

c
、
鼠
誤
金
の
調
定
額
と
い

-Z
二
ニ
イ
一
七
百
七
十
五
万
二
百
十
円
K
対
し
ま
し
て
、
収
入
済
額
が

一一一
千
八
一
円
五
ヰ

一
万
八
百
三
十
円
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
徴
収
率
が
八
四
%
で

き
ず
。

f 

~-

ーー

3 

次
の
間
款
の
雑
収
入
の
七
百
五
十
五
万
三
千
六
百
九
十
四
円
の
う
ち、

説

明
種
目
の
六
に
ど
ざ
い
ま
す
繰
入
金
四
百
万
円
は
、
地
区
外
申
誇

K
基
づ
く

除
籍
金
の
拶
り
一
入
れ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次

K
、
五
款
伶
入
金
七
千
六
百
八
十
七
万
円
は
、

三
月
議
会
で
椅
失
補
償

を
議
決
い
た
だ
き
ま
し
た
農
林
漁
業
金
砂
公
庫
か
ら
の
借
入
金
で
あ

b
ま
す
。

以
上
が
歳
入
の
な
も
左
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

次
K
、
六
ペ
ー
ジ

か
ら
一

O
ぺ

1
・γ
K
わ
た
り
ま
し
て
、
歳
出
の
内
容
が

な
一
ホ
し
し
て
ど
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
魚
出
の
総
合
計
が

一
伊
三
千
六
百
八
万

四
千
五
百
九
十
一
円
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
の
む
も
左
も
の
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
第
一
款
の
事
務

T
の
九
百
十
五

万
五
千
二
百
二
十
二
円
、
決
算
額
で
ど
さ
い
ま
す
が
、
と
れ
は
落
務
所
孔一

と

も
ち
ろ
ん
人
件
告
が
含
ま
れ
た
も
の
で
ど
さ
い
受
す
。

次
に
、
同
款
の
お
業
ヂ
百
七
十
八
万
六
千
同
、
と
れ
は
ダ
ム
の
用
地
内
K

ど
ざ
い
ま
す
水
回
九

0
ア
ー
ル
の
代
替
地
の
補
償
や
で
ど
ざ
い

ま
す
。

次

K
、
償
還
金
二
千
百
五
十
三
万
九
千
三
百
七
十
二
円
の
内
容
は
、
農
林

漁
業
金
強
公
庫
及
び
そ

の
品
川
の
借

b
入
れ
K
対
し
ま
し
て
、
借
り
入
れ
い
た

し
て
な
り
を
す
も
の
の
借
入
念
の
当
住
度
分
の
償
還
及
び
利
子
の
相
当
粉
、
で

ど
ざ
い
ま
す
。

次
に
、

六
款
の
負
担
金
及
び
分
担
金
九
千
六
百
八
i

寸
一
万
八
千
円
の
う
ち
.

九
千
六

百
力
万
五
千
戸

の
額
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と

れ
は
内
十
七
年
度

k
b

き
ま
し
て
お4
4

突
を
実
施
い
た
し
交
し
た
総
事
業
ヂ
一
二
億
八
千
四
百
三
十
八
万

円
K
対
し
ま
す
受
益
考
の
負
担
分

二
五
%
に
相
当
す
る
祭
て
こ
さ
ハ
ま
す
c

歳
入
歳
出
十
一
万
六
百
三
十
三
円
の
残
金
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
は
次

年
度
繰

b
越
し
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。

な
台
、
と
ζ

K
L
Z
一
不
し
し
て
ど
ざ
い

ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
四
十
七
年
度
か

ら
県
営
図
場
整
備
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
、
館
山
市
分
と
し
て
館
野
地
区
広

瀬
、
腰
越
を
一
一
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
実
施
、
そ
の
伝
か
K
同
じ
・
中
ダ
ム
受
益
地
区

内
の
三
芳
村
池
ノ
内
地
区
で
二
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
五
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
同
時

施
行
K
在
っ
て
が
り
ま
す
。
乙
の
総
事
業
授
が
八
千
三
百
九
十
二
万
で
ど
さ

い
ま
す
。
そ
の
弓
ち
受
没
者
の
負
担
分
と
い
た
し
ま
し
て
、
二
五
%
K
相
当

す
る
額
二
千
九
十
八
万
円
を
分
担
金
と
し
て
支
出
し
て
ど
ざ
い
ま
す
。
た
だ

し
、
と
の
額
の
八

0
4
F
の
千
六
百
七
十
八
万
円
は
プ
一
月
嘩
副
会
で
損
失
補
償
の

御
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
農
林
漁
業
金
憩
公
庫
よ
り
借
り
入
れ
い
た

し

て
な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

次

w一、
四
十
七
年
度
の
事
業
報
告
が
抑
制
か
〈
台
示
し
し
て
ど
ざ
い
ま
す
が

特
K
つ
け
加
え
き
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
な
も
念
事
業
で
ど
ざ
い
ま
す

が
、
ダ
ム
関
係
の
事
業
は

一
切
終
り
-
正
し
て
、
昨
年
の
十
二
月
K
満
水
式
也
正

絞
っ
て
な
り
ま
す
。

-5ー

四
十
七
年
度
に
行
な
い
ま
し
た
主
体
諮
業
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
幹
線
水

路
を
引
責
-
続
き
新
設
い
た
し
て
公
り
ま
す
。
当
年
度
介
と
い
た
し
ま
し
て
は

二
路
線
を
実
施
い
た
し
空
し
た
。
ζ
れ
は
幹
線
か
ら
山
名
を
通
じ
ま
し
て
海

老
敷
ま
で
の
分
が
一
本
と
、
そ
れ
か
ら
併
山
市
内
の
竹
原
滝
の
谷
の
曜
か
ら

大
井
地
区
の
切
割
ま
で
宥
験
道
を
サ
イ
ホ
ン
巻
立
て
、
こ
う
い
う
よ
ろ
宏
も

の
を
い
た
し
ま
し
て
、
総
延
長
五
、
二

0
0
メ
ー
ト
ル

を
実
施
い
た
し
た
わ

け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
事
業
幹
'k
h
k
き
ま
し
て
三
億
六
千
六
百
万
羽
何
度
か
か
っ

て
お
り
ま
す
。



次
に
、
四
十
八
年
度
の
事
業
計
画
を
申

L
上
げ
ま
す
。
四
十
八
年
度
は
引

き
続
き
荒
し
て
幹
線
水
路
の
新
設
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
総
工
事
子
四
億

円
を
見
込
入
で
ど
ざ
い
ま
す
。

幹
線
の
水
路
の
内
容
は
、
一
ニ
路
線
を
延
長
い
た
し
ま
し
て
問
、
九
九
五
メ

ー
ト
ル

キ
正
実
施
す
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
の
勺
丸
一
海
老
敷
か
ら
滝
田
小

ま
で
が
一
本
、
竹
原
の
滝
の
谷
を
経
ま
し
て
丸
山
町
の
名
越
山
神
社
主
で
を

一
カ
所
、
そ
れ
か
ら
大
井
の
切
割
か
ら
大
井
の
手
力
維
神
社
ま
で
を
一
カ
所
、

合
わ
せ
て
三
カ
所
を
行
品
川
弓
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

な
台
、
県
営
問
州
場
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
、
総
体
的
で
七
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
実
施
い
た
す
計
図
で
進
ん
で
か
り
ま
す
。

四
十
八
年
夜
の
歳
入
歳
出
予
算
に
つ
き
嘩
仇
し
て
概
要
争
、
制
説
明
卑
し
上
げ

ま
す
。水
炉
彦
、
四
十
八
年
出
恨
の
事
業
子
が
先
ほ
ど
申
し
土
げ
ま
し
た
よ
う
に
四

位
惚
円
の
見
込
み
で
ど
さ
い
ま
す
が
、
前
伎
度

K
比
較
い
た
し
交
し
て
千
五
百

六
十
二
万
円
ば
か
り
の
増

κ相
な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
歳
入
と
い
た

し
ま
し
て
は
副
業
量
の
噌

K
伴
い
ま
し
て
賦
課
余
の
五
千
百
九
十
九
万
三
千

円
、
千
七
百
十
八
万
八
千
円
の
増
で
ご
ざ
い
ま
す
。
左
台
、
そ
れ
に
伴
い
ま

し
て
の
伶
入
金
の
憎
が
前
年
度
と
比
較
し
ま
し
て
三
百
十
三
万
円
の
餅

K
和

友
ゐ
わ
け
で
ど
さ
い
ま
す
。

歳
出
と
い
た
し
を
し
て
、
お
も
な
も
の
は
五
款
の
償
還
金
で
ど
ざ
い
ま
す

が
、
前
年
度
に
比
較
い
た
し
・
ま
し
て
五
百
三
万
五
千
円
の
矯

K
相
在
る
わ
け

で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

ζ

れ
は
償
還
金
が
だ
ん
だ
ん
と
年
々
ふ
え
て
く
る
わ
け

で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
四
十
八
年
度
当
年
色
分
の
償
還
金
の
増
で
と
ざ
い
ま

ナ。
介
担
金
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

&
ん
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
句

K
、
事
業
野

の
増
に
よ
り
ま
し
て
、
前
年
度

K
比
較
し
ま
し
て
三
百
九
万
五
千
円
の
増
K

和
宏
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
て
、

は
な
は
だ
簡
単
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
報
告

K

か
え
き
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

談

実

第

六

十

号

議
案
第
六
十
一
号

あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認

K
つ
い
て

あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
を
前
の
区
域
内

K
編
入
す
る

と
と
に
つ
い
て

O

庶
務
課
長

(
小
倉
澄
男
君
)

御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

ζ

れ
は
、
先
般
の
議
会

K
-か
き
ま
し
て
公
有
水
面
の
緩
め
立
て
と
い
弓
ζ

と
で
制
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
土
地
の
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
八
月
十

三
日
千
葉
県
知
手
が
公
有
水
面
の
岡
崎
め
立
て
の
妙
工
認
可
の
申
請
を
い
た
し

ま
し
た
結
果
、
認
可

K
念

b
ま
し
た
の
で
、
地
方
自
治
法
の
努
定

K
よ
-D
ま

し
て
、
土
地
の
確
認
と
、
あ
ら
た
に
生
じ
ま
し
た
土
地
を
市
の
区
域
内

K
編

入
す
ろ
と
い
勺
乙
と

K
つ
円
て
よ
ろ
し
く
な
取
り
は
か
ら
い
を
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
千
禁
県
知
事
よ
り
市
長
宛
の
依
頼
書
が
ま
い
り
、
ま
し
た
の
で
、
市

に
な
き
ま
し
て
は
地
方
自
治
法
第
九
条
の
五
の
頬
定

K
よ
り
ま
し
て
、
と
の

竣
工
認
可
陀
な

b
ま
し
た
館
山
市
大
字
鉱
山
字
大
浜
七
百
九
十
六
番
地
の
十

一
地
先
の
公
有
水
面
埋
立
地
一
、
八
二
五
・
八

0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
を

と
と

K
確
認
い
た
し
た
い
と
い
勺

ζ

と
で
提
案
し
た
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
続
き
ま
し
て
ζ

の
確
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
な
ら
ば
、
議
案

第
六
十
一
号
K
な
き
ま

し
て
や
は

b
同
じ
く
地
方
自
治
法
二
百
六
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ

b
ま
し
て
、
あ
ら
た
に
で
き
ま
し
た
土
地
を
布
の
区
域
内

K
編
入
い
た
し
、
そ
勺
し
て
と
れ

K
大
字
、
地
容
を
設
定
い
た
し
た
い
と
い

う
ζ

と
で
、
と
の
土
地
を
館
山
市
大
字
館
山
字
大
浜

K
編
入
い
た
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。
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F
1
4
1
3
d
i目
1

U

7
-

ぎ
を
い
た
い
た
き
た
、
と
き
の
ま
す
-

委
案
Z

百
九
÷
二
号
炉
山
木
一
乳
幼
児
医
療
ま
支
給
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

匂
等
主
長

(
な
島
窓
治
君
)

議
案
第
六
十
二
号
に

つ
き
ま
し
て
抑
説
明
申

L
L
一JF
室
、
す
。

第
一
条
で
と
ざ
い
ま
す
が
、
目
的
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ζ

の
医
療
?
を
支
給

す
る
ζ

と
に

よ

っ
て
、
乳
幼
児
の
疾
病

の
卒
期
発
見
、
早
期
治
療
キ
促
進
し

て
、
乳
幼
児
の
保
健
の
向
上
を
は
か
り
、
そ
し
て
祷
祉
の
婚
進
を
は
か
る
ζ

と
を
目
的
と
い
た
し
て
b
・p-ま
す
ω

二
条
、
定
義
'
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ζ

の
条
例
で
、
乳
幼
児
と
は
六
党

K
満
た

な
い
者
を
申
し
を
す
。
保
司
読
者
と
は
乳
幼
泥
の
親
権
者
、
後
見
人
そ
の
他
乳

幼
児
を
現

K
監
郭
し
て
い
る
者
を
い
い
ま
す
。

受
給
資
格
者
、
医
院
杭
-一号
の
支
給
を
受
げ
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
ど
ざ
い
ま

す
が
、
本
市
の
区
域
内

K
住
所
を
有
す
る
乳
幼
児
の
保
記
者
、
え
た
し
、
生

活
供
部
者

K
よ
る
仔
宮
を
受
け
て
い
る
者
合
除
き
ま
す
。

医
療
叫
の
支
給
で
ど
さ
い
ま
す
が
、
支
給
と
宏
る
対
象
抗
、

と
と
に
普
い

て
ど
ざ
い
ま
す
健
康
保
険
診
並
び
に
国
民
健
所
保
険
法
、
各
法
に
よ
る
医
夜

K
閉
山
す
ゐ
給
付
が
行
友
わ
れ
た
と
き
に
、
J
h
u

勺
少
し
端
的

K
申
し
上
げ
ま
す

と
、
供
険
僚
-政

K
つ
い
て
そ
の
一
部
負
担
金
相
当
額
、
現
在
行
な
っ
て
h
u
b

主
ナ
の
は
、
窓

口
で
社
会
保
険
が
五
割
、
間
↑
民
健
康
保
険
が
三
割
で
ど
さ
い

主
す
が
、
そ
の
衛
を
負
担
し
て

い
く
。

ζ

勺
い
句
ζ

と
で
ど
さ
い
ま
す
。

た
だ
し
、
社
会
保
険

K
か
き
ま
し
て
組
合
対
象

K
な
き
・
時
仇
し
て
付
加
給
付

あ
と
で
払
い
戻
し
が
あ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
頼
は
除
く
0

と
う

い
勺
と
と
で
ど
さ
い
を
す
。

そ
れ
オ

b
、
そ
の
舎
の
算
定
方
法
は
、
健
康
保
険
の
療
養

K
要
す
る
子
用

の
算
定
法
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
た
伺

κよ
h
y
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
新
た

K
六
奇
跡
犯
逮
す
る
考
、

六
授
に
さ
し
ま
す
f

一
、
こ
コ
資

格
を
失
う
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
六
歳

K
達
す
る
日
の
属
す
る
丹
の
月
末

ま
で
。
た
と
え
ば
六
月
二

日
K
生
ま
れ
た
者
は
、
六
月
三
十
日
ま
で
給
付
を

ナ
る
。

ζ

う
い

う
こ
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。

一
言
申
し
上
げ
て
な
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
は
、
務
会
か
ら
の

要
郁
子
も
あ
り
、

私
ど
も
も
現
物
給
付
と
い
う

と
と
を
芳
え
て
い
ろ
い
ろ
折
衝

し
て

ま
い
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
現
物
給
付
と
い

う
の
は
歯

科
医
師
会
、
医
師
会
と
も

K
前
和
務
が
き
わ
め

て
繁
雑
に
な
っ

て
本
来

の
医
療

が
崩
崎
般
に
沿
ち

い
ろ
よ
'
つ
な
懸
念
が
あ
る
。
と
う
い

，っ
と
と
で
ど
ざ

い
ま
し

て
、
ど
勺
し
て

も
そ
れ
が
で
き
念
く
な
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い

ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
現
在

の
と
と

ろ、

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

K
つ

い
て
は
窓

口
で
支
払
い
を
し
・ま
し
て
、

そ
の
後
請
求
明
細
窃
が
市
役
所

K
き

て
か
ら
、
そ
の
中
か
ら
該
当
者
を
抽
出
い
た
し
ま
し
て
給
付
を
し
て
い
〈
。

期
間
は
b
よ
そ
支
払
い
を
い
た

し
ま
し
て
か
ら
二
カ
月
後
に
私
ど
も
の
ほ

勺

K
明
細
書
が
ま
い

b
ま
す
の
で
、
約
三

カ
月
後
ぐ
ら
い

K
支
給
売
す
る
。
と

う
い

う
と
と
に
余
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、

社
会
俣
険

K
念
き
ま
し
て
は
、
簡
単
一
宏
明
細
長
を
医
療
税
関

か
ら
惑
い
て
も
ら
っ

て
市
役
所
に

一
悶
く
れ
ば
即
日
支
給
を
す
ゐ
。

ζ

円
い

う
ふ
四
円
念
と
と
で
現
在
の
と
と
ろ
考
え
て
い
ま
す
。

第
五
条
以
、

他
の
法
令
花
よ
る
医
療
に
関
す
る
給
付
と
の
調
整
で
ど
ざ
い

ま
す
が
、
抽
出
山
市
の
行
在
。
乳
幼
児
の
医
抗
広
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
ほ
か

の
法
令
、
た
と
え
ば
伝
染
病
予
防
法
と
か
、
児
童
福
祉
法
、
難
病
奇
病
対
質

と
か
、
結
核
予
防
法
、
身
体
障
害
者
橋
和
法
と
れ
ら
の
他
の
法
人
併
に
よ
り
国

ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
負
担
k
b
h
て
医
療

K
関
す
る
給
付
が
受
け
ら
れ

る
も
の
は
、
そ
の
限
乏
に
な
い

て
h
u
ζ

な
わ
な
い
と
い
円

と
と
で
ど
ざ
い
ま

こ
と
で
、
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す。

第
三
者
の
不
法
行

第
六
条
は
、

指
害
陪
償
と
の
調
整
で
ど
ざ
い
を
す
が
、

為

K
よ
り
そ
の
者
の
疾
病
ま
た
は
負
傷

K
関
し

て
損
害
賠
償
を
受
け
た
と
き

は
、
そ
の
限
度
に
な
い
て
給
付
を
し
な
い
。

ま
た
は
す
で

K
支
給
し
た
の

ち

に
そ
ろ
い
円
も
の
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
凌
還
を
さ
ぜ
る
。

と
う
い
弓
乙

と
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
第
七
条
は
不
正
利
得
の
徴
収
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
偽
り
、

の
他
不
正
の
手
段

K
よ
っ
て
持
付
を
受
け
た
と
き

K
は
、
そ
の
者
か
ら
給
付

を
受
け
た
相
当
初
を
返
還
さ
せ
る
。

受
給
ド
慢
の
保
託
、
第
八
条
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

け
る
搾
刺
は
、
訟
り
渡
し
、

ζ

の
際
療
町
駅
の
支
給
を
受

担
旧
抗
、
差
し
押
え
は
で
き
在
い
。

第
九
条
は
、
苓
任
で
ど
ざ
い
ま
し

て、

ζ

の
条
例
の
施
行

K
つ
い
て
必
要

友
均
項
は
規
制
で
定
め
ゐ
。

旅
行
期
日
は
阻
十
八
年
十
月

一
日
、
そ
れ
か
ら
、

乙
の
条
例
施
行
前

K
あ

り
ま
す
鮮

山
市
乳
思
決
-
療
給
付
条
例
は
廃
止
い
た

し
ま
す
。

経
過
規
定
と
い
た
し
ま
し
て
、

こ
の
条
例
施
行
前
に
受
け
た
診
療

K
係
る

房
副
燃
給
付
金
に
つ
い

て
は
、
合
な
従
前
の
例
た
よ
る
。

以
上
で
ど
ざ
い
ま
す
。

午
前
十

暫
酔
休
憩
い
た
し
ま
す
。

時

三

十

四

分

休

憩

一
分

再

開

休
憩
前

K
引
き
続
き
会
誌
を
開
き
ま
す
。

O
領
長

(吉
田
勇
治
郎
君
)

午
前
十

一
時

o
J
V
畏

(
吉
田
勇
治
郎
君
)

議
案
品
三
ハ
十
三
号

昭
和
四
十
八
年
度
抽
出
山
市

一
一
般
会
計
軌
正
予
算
(
第

二
号
)

O

財
政
課
長

(
長
谷
川
広
治
君
)

議
案
第
六
十
三
号
四
十
八
年
復
一
一
成
会
計

符
正
予
算
の
第
二
号
に
つ
い
て
併
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

-'t 

今
回
、
純
正
予
算
と
し

て
提
出
を
い
た
し
て
ど
さ
い
主
す
も
の
は
、
歳
入

歳
出
予
算
だ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

第
一
条

k
h
x
一
ホ
し
老
い
た
し
ま
し
た
が
、
歳
入
歳
出
予
拝
と
い
た
し
ま
し

て、

食
入
品
寂
出
に
モ
れ
ぞ
れ
千
二
十
二
万
六
千
円
を
追
加
い
た

L
ま
し
て
、

追
加
後
の
総
額
を
二
十
九
億
二
千
六
百
四
十
五
万
一
千
円
と
い
た
す
予
定
の

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
れ
を
、
財
源
別

K
申
し
上
げ
ま
す
と
、
今
回
の
繍
正

K
訟
け
る

一
一
昨
財

源
が
七
百
九
十
四
万
五
千
円
、
特
定
財
源
が
二
百
二
十
八
万

一
千
円
と
い
う

と
と

K
相
な
り
ま
す
。
そ
の
比
率
は
一
波
財
源
が
七
六
%
七
、
特
定
財
源
が

二
二
%
三
と
い
弓
財
源
比
率

K
な
っ

て
な
り
ま
す
。

追
加
を
い
た
し
ま
す
額
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
款
項
に
追
加
令
い
た
し
ま
寸
額

は
、
そ
れ
ぞ
れ
な
示
し
を
い
た

し
て
ど
ざ
い
ま
す
が
、

細
部
に
つ
き
交
し
て

は
お
項
別
明
悩
W
9
K
よ
り
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
御
診
明
を
申
し

t
げ
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
た
瀬
い
を
い
た
し
ま
す
。

O

庶
務
課
長
(
小
倉
澄
男
君
)
持
出
の
総
務
作
総
務
管
理
由
げ
の
中
の
文
書
広
報

長
十
四
節
使
用
料
及
び
賃
借
料
で
ど
さ
い
を
す
が
、

三
十

一
万
五
千
四
、
ゼ

ロ
y

ク
ヌ
の
使
用
料
で
ど
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
M
U

、
か
ね
て
よ
り
使
用
し
て

な
り
を
し
た
電
子
リ
コ
ピ
ー

が
使
用
限

界
が
ま
い
り
ま

し
て
、
故
障
が
非
常

K
多
く
友
っ
て
ま
い
っ
た
の
で
ど
ざ
い

ま
す
が
、
た
ま
た
空

ゼ
ロ

y

ク
ス
と
い

う
も
の
が
使
用
料

K
よ
っ

て
こ
れ
が

使
え
る
と
い
弓
よ
A

ソ
な
こ
と
で
検
討
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
実
質
的
に
そ
の

一
枚
の
単
価
か
ら
い
き
ま
し
て
も
電
子
リ
コ
ピ
ー

陀
劣
ら
乏

い
単
価
で
も
っ

て
そ
れ
が
使
用
で
き
ゐ
と
い

勺
ζ

と
で
、
一
カ
月
約
三
千
枚
の
使
用
で
四
万

五
千
円
、
七
カ
月
分
三
十

一
万
五
千
円
売
乙
と
に
追
加
い
た
し
L

交
し
て
、
今

後
ゼ
ロ

ッ
ク
ス
を
賃
告
で
使
用
し
て
い
き
た
い
と
い
弓
と
と
で
な
聞
い

し
た
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村

E
守山
H
F

《
第
二
主

M
-
J
d
U
J
1
4
-言
E
，

f
t
!

わ
け
で
ど
ざ
い
ま
ナ
ョ

0
秘
密
謀
長
補
佐
〈
鈴
木
栄
君
)
十
一
自
の
市
史
編
さ
ん
夜
十
一
節
の
需

用
♂
の
四
十
万
六
千
四

K
つ
い

て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

館
山
市
史
の
通
史
の
発
行
後
に
な
き
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
御
指
摘
の
あ
り

ま
し
た
点
等
に
な
い
て
作
業
を
進
め
て
お
り
、
ま
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
よ

う
や
く
原
稿
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
印
刷
?
と
し
て
計
上
さ
し
て

h
た
だ
き
交
し
た
。
ペ
ー
ヅ
数
と
し
て
は
大
体
六

0
ペ
ー
ジ
号
度
、
印
刷
部

数
は
通
史
と
同
じ
部
数
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
千
五
百
七
十
八
部
を
予
定
し
て

会
り
ま
す
。

O
税
務
課
長
(
越
路
良
夫
君
)
続
き
ま
し
て
、

F
K
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

七
節
賃
金

K
九
十
五
万
一
千
円
追
加
補
正
し
よ
F

っ
と
す
る
も
の
で
ど
ざ
い

ま
す
。
木
年
度
の
税
法
改
正
に
よ
り
ま
し
て
、
固
定
資
産
税
の
諜
税
は
住
宅

用
地
の
場
合
、

ζ

れ
じ
軽
減
措
震
と
い
勺
こ
と
が
取
ら
れ
、
ま
し
て
、
そ
れ
に

伴
内
複
雑
友
内
容
の
処
理
が
行
念
わ
れ
る
こ
と
陀
相
な
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い

ま
す
。
住
宅
用
地
の
決
定
、
そ
の
他
そ
れ

K
闘
速
す
る
仕
暑
を
処
理
す
る
た

め
K
内
部
的

K
そ
の
体
制
を
調
黙
し
て
な
り
ま
す
が
、
な
hv

一
定
期
間
増
員

が
必
安
と
い
今
ζ

と
に
相
な

b
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
充
て
る
た
め
九
H
円
か
ら

臨
断
職
員
を
採
用
い
た
し
ま
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
賃
金
と
い
う
ζ

と
で
乙

ζ
K
計
上
し
た
わ
け
で
ど
さ
い
ま
す
。

0
市
民
線
長
(
佐
野
甲
子

郎

君

)

三

款

民

生

れ
二
項
一
日
老
人
福
祉
総
務

?

の
補
正
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
、
五
万
一
千
円
補
正
し
よ
う
と
す
ゐ
も
の
で
あ
h
y

ま
す
が
、
こ
れ
は

老
人
年
金
主
務
に
要
す
る
経
畏
で
ど
さ
い
設
す
。
内
訳
は
市
内
旅
や
四
千
円

時
前
周
到
に
つ
き
ま
し
て
は
証
書
の
印
刷
帆
告
一
万
五
千
円
が
訟
も
左
も
の
で
ど

二
珍
徴
税
引

一
巳
税
務
総
務

ざ
い
全
す
c

十
二
節
の
役
務
費

K
つ
き
ま
し
て
は
、
郵
便
料
で
ど
さ
い
ま
す
c

。
保
健
課
長
〈
網
島
憲
治
君
)
四
款
一
項
保
健
衛
生
監
の
ろ
ち
一
白
保
健
衛

生
総
務
費
二
十
一
万
九
千
円
で
ど
ざ
い
円
ま
す
が
、
今
回
乳
幼
児
医
療
給
付
事

業
の
実
施

K
あ
た
り
を
し
て
、
一
応
九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
臨
時
職
員
一
人

分
の
賃
金
で
遂
行
し
て
ま
い
り
た
い
。
こ
の
よ
勺

K
考
え
て
な
り
・
を
す
。

0
農
産
課
長

(
石
井
諜
君
)
長
品
川
水
産
業
舎
の
ゑ
業
安
児
つ
き
ま
し
て
今

回
二
百
七
十
五
万
円
の
追
加
を
な
隔
仰
い
申
し
上
げ
た
い
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

農
業
振
興
事
の
中
の
十
一
僚
の
需
用
費
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
三
十
万
円
は

稚
魚
の
燐
入
野
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
れ
は
市
内

K
大
小
合
わ
せ
ま
し
て
五
十

五
カ
所
の
農
業
用
の
た
め
池
が
あ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
を
利
用

い
た
し
ま
し
て
コ
イ
の
稚
魚
を
放
流
い
た
し
時
仇
し
て
、
釣
り
掘

K
よ
る
レ
ク

リ
ェ

l
γ

ョ
ン
・
を
た
は
失
用
と
い
た
し
主

l
て
の
販
売
に
よ
っ
て
収
益
を
は

か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

内
容
に
つ
き
空
し
て
は
、
総
十
二
個
所
を
対
象

K
た
め
池
の
管
理
者

K
と

れ
を
委
託
い
た
し
ま
し
て
、
と
れ
ら

K
よ
る
収
裁
の
中
か
ら
稚
魚
代
を
来
年

度十
m
K
返
還
し
て
い
た
だ
と
う
と
い
う
も
の
で
ど
さ
い
ま
す
。
と
の
た
め
に

稚
魚
五
万
匹
、
と
れ
は
紙
六

0
0
キ
ロ
で
ど
さ
い
ま
す
が
、
金
額
に
い
た
し

・
ま
し
て
三
十
万
円
を
予
定
し
て
ど
ざ
い
斐
す
。

次

K
、
四
の
畜
産
業
多
の
十
九
鈴
の
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
の
五
万
で

ど
さ
い
ま
す
が
、
と
れ
は
千
葉
県
乳
牛
共
進
会
の
紳
助
金
で
ど
ざ
い
ま
す
。

乙
の
紗
助
金
K
つ
き
ま
し
て
は
、
来
た
る
十
月
二
十
九
、
三
十

K
県
の
乳
牛

共
進
会
が
市
内
安
東
の
家
畜
市
場
で
行
投
わ
れ
る
わ
け
で
ど
さ
い
ま
す
が
、

地
元
の
開
催
地
と
い
た
し
ま
し
て
納
助
要
瓶
に
基
づ
き
ま
し
て
、
指
導
、
奨

励
の
た
め

K
補
助
い
た
し
た
い
と
思
内
わ
け
で
ど
さ
い
ま
す
。
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次
K
、
農
地
授
の
十
九
節
の
負
担
金
補
助
及
び
焚
付
金
の
二
百
四
十
万
円

で
ど
さ
い
主
す
が
、
東
部
地
区
基
盤
整
備
設
計
資
補
助
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

と
れ
は
安
一
所
一
中
央
土
地
改
良
区
が
館
野
地
区
、
九
重
地
区
の
一
部
を
合
わ
せ

ま
し
て
東
部
地
区
と
し
て
昨
年
度
よ
り
土
地
基
設
整
備
を
笑
旅
し
て
な
る
わ

け
で
ご
ざ
h

ま
す
。

ζ

の
事
業
の
設
計
較
に
つ
き
ま
し
て
補
助
し
ょ
勺
と
す

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
補
助
の
理
由
'
と
い
た
し
ま
し
て
、
こ
れ
ら
の
受

該
地
域
内

K
ど
ざ
い
ま
す
市
道
の
拡
幅
あ
る
い
は
ζ

れ
に
要
す
る
用
地
の
買

収
、
そ
う
い
号
よ
内
，
な
も
の
会
ζ

の
基
設
準
備
の
事
業
の
中
で
実
婚
い
た
し

ま
し
て
、
そ
の
地
域
の
振
奥
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

一

ζ

の
設
計

K
要
す
る
経
勢
と
い
た
し
ま
し
て
、
東
部
地
区
に
つ
い
て
は
ニ

七
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
そ
の
設
計
費

K
裂
す
る
経
棋
が
千
七
十
二
万
円
で
ど
ざ

い
ま
す
。
と
の
一
部
を
第
一
四
分
と
い
た
し
ま
し
て
補
助
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
ど
さ
い
ま
す
。

0
土
木
課
長
(
飯
田
治
男
君
)
次
に
、
八
款
土
木
鮫
の
都
市
計
画
授
の
中
の

報
酬
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
は
都
市
計
画
審
議
会
の
委
員
の
報
酬
で
ど
ざ

い
ま
す
。
当
初
二
回
を
計
画
い
た
し
て
な
り
ま
し
た
が
、
ど
句
し
て
も
あ
と

二
回
ぐ
ら
い
開
催
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
ぜ
ん
の
で
、
二
万
七
千
円
の
追
加
を

が
除
い
し
た
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

0
安
通
謀
主
幹
(
岩
田
実
君
)
消
防
費
で
ど
さ
い
ま
す
。

一
自
の
非
常
備
消
防
茨

k
h
u
き
ま
し
て
十
一
万
七
千
円
の
追
加
補
正
令
念

願
い
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

五
節
の
災
害
補
償
資
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
部
団
員
ζ

れ
は
船
形
地
区
の

消
防
団
員
で
ど
ざ
い
ま
す
。
左
手
首
を
負
傷
い
た
し
ま
し
て
、

こ
れ

K
委
し

ま
し
た
療
養
典
、
休
業
一
被
償
費
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
十
九
節
負
担
金
補
助
及
び
焚
付
金
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

J 

は
説
明
欄
に
書
い
て
ご
ざ
い
空
す
よ
う
に
、
政
令
改
正
陀
よ
り
ま
し
て
共
済

基
金
の
負
担
金
が
増
領

K
相
な
り
を
し
て
、

ζ

れ
に
要
す
る
資
用
六
万
二
千

円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

三
日
の
消
防
施
設
泌
P
K
な
き
を
し
て
は
、
財
源
補
正
で
ど
ざ
い
ま
す
。

0
計
会
教
育
課
長
(
佐
野
哲
男
君
)
教
育
表
の
中
の
社
会
教
育
が
に
つ
い
て

説
明
申
し
上
げ
ま
寸
。

七
節
の
賃
金

K
む
き
ま
し
て
三
万
、

ざ
い
ま
す
c

ζ

れ
は
二
子
山
塚
調
査
の
も
の
で
ど

十
八
筒
係
品
購
入
予
二
万
円
、

ま
す
。

ζ

れ
は
家
庭
教
育
学
級
の
も
の
で
ど
ざ
い

二
十
六
節
寄
付
金
で
ど
ざ
い
を
す
が
、
先
日
ど
砂
役
さ
ん
の
制
説
明
に
も

ど
ざ
い
全
し
た
が
、
三
月
一
一
部
会

κ
合
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
と

か

b
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
安
一
房
博
物
館
の
建
設
寄
付
金
五
百
万
を
完
成
間
近

か

K
在
り
ま
し
た
の
で
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

。
体
育
課
長
(
川
上
賢
爾
君
)
保
健
体
育
針
に
つ
い
て
御
説
明
を
申
し
上
げ

ま
す
。

ζ 

れ

念
願
い
い
た
し
吏
し
た
補
正
は
三
十
四
万
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
内
訳
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
八
節
の
報
償
予
六
万
二
千
円
と
十
一
節
需

用
ヂ
一
万
二
千
円

K
つ
き
ま
し
て
は
、
国
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
活
動
振
興
補
助
金

三
十
万
円
ま
い
り
ま
す
が
、
そ
の
補
助
対
象
経
校
と
し
て
補
正
さ
せ
て
い
た

だ
く
内
容
で
ど
ざ
い
ま
す
が
三
月
の
当
初
議
会
で
御
桟
決
を
い
た
だ
き
ま
し

た
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
補
助
金
四
十
五
万
の
中
の
七
万
四
千
円
を
捕
助

対
象
経
宍
と
し
て
綿
正
を
な
煩
い
す
る
も
の
で
ど
さ
い
ま
す
。

そ
の
一
概
要
は
、
六
万
二
千
円
の
報
償
金
と
し
て
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

K
参
加
を
い
た
だ
い
た
方
へ
の
参
加
賞
で
ど
ざ
い
ま
す
。

今
回
、
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一
万
二
千
円

の
食
糧
畏
に

つ
き
ま
し
て

は
、
同
じ
く
鈎
人
パ

ν
l
ポ
1
ル
大
会
に

な
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
央
'
賓
の
方
々

へ
の
中
食
代
で

ど
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、

十
八
節
の
術
品
購
入
物
二
十
五
万
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

ク
ラ
ブ
が
新
た
に
結
成
を
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

た
め
の
お
『用
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ζ

れ
は
壮

年
剣
道

と
の
剣
道
防
具
を
購
入
す
る

十
九
節
の
負
担
令
一紙
助
及
び
交
付
金
一
万
六
千
円
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

れ
は
ス
ポ

ー
ツ
少
年
同
の
育
成
補
助
金
九
万
円
、
当
初
議
会
で
三
ク
ラ
ブ
御

長
決
い
た
だ
き
・
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
さ
ら
に
三
ク
ラ
ブ
結
成
す
る
と
い
弓
乙

と
に
友

b
4仇
し
た

の
で
九
万
円
の
拭
正
と
、
そ
れ
か
ら
先
低
ど
御
説
明
市
申
し

上
げ
ま
し
た
伊
山
市
婦
人
ス
ポ

ー
ツ
ク

ラ
ブ
悦
助
金
の
減
額
七
万
四
千
円
、

差
し
引
き
二
万
六
千
円
の
補
正
を
念
願
い
す
る
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

O

財
政
訴
長

(
長
谷
川
広
治
君
)
以
上
で
、
歳
出
の
説
明
を
終
り
を
す
。
歳

出
総
煩
千
二
十
二
万
六
千
戸
で
ど
ざ
い
立
す
。

引
き
続
き
ま
し
て
、

歳
入
に
移
り
ま
す
。
投
入
の
関
係
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

十
款
の
国
庫
支
出
金
四
十
二

万、

県
の
支
出
金

K
っ
き
・
ま
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ

今
回
の
救
出
か
ら
、
及
び
当
初
予
算
に
対
応
い
た
し
士
し
て
、
当
初
予
貨
に

計
上
い
た
し
ま
し
た
数
字
が
々
の
後
紳
助
の
内
容
あ
る
い

は
基
準
等
の
変
更

陀
よ

b
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
現
在
を
で
に
わ
か
る
と
申
し
ま
す
か
、
内
定
い

た
し
ま
し
た
数
字
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
説
明
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
今
回
の
計
上
陀
よ

b
を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
初
予
筑
吃
一
役
財
源
と
し

て
使
用
を
い
た
し
て
な

b
ま
し
た
も
の
を
、
今
回
特
定
財
源
と
し
て
計
上
を

し
、
財
源
相
正
を
い
た

し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

一
款
の
布
耕
で
ど
ざ
い
主
ナ
が
、
固
定
資
産
税
の
中
の
ニ
自
の
国
有
資
産

唯
一
寸
所
在
ム市
町
村
焚
付
金
闘
係
で
、
今
回
補
均
の
内
定
が
ど
ざ
い
ま
し
て
、

二 ζ 

千
二
百
七

十
六
万
九
千
戸
と
ρ
勺
と
と
に
相
な
h
y

全
し
た

の
で
、
今
回
三
十

九
万
五
千
円
を
補
正
財
源
と
し
て
計
上
を
い
た
し
て
ど
ざ
い
ま
ナ
。

次
が
、
一
二
款
の
倶
楽
施
設
利
用
税
の
交
付
金
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
ζ

れ
は

当
初
予
安
の
と
き

κ仰
説
明
合
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
本
年
六
月
以
降
の
分

に
つ
き
ま
し
て

は
焚
付
基
準
が
改
定
を
い
た

し
ま
し
て
、

昨
ん
仕
度
の
当
初
予

筑
よ

D
大
一
瞬
K
計
上
を
い
た
し
た
わ
け
で
ど
さ
い
ま
す
が
、
今
回
第

一
四
分

の
交
付
決
定
が
ま
い
り
を
し
て、

そ
れ
を
修
正
を
し
て
年
間
の

す
利
綜
総
到
引

を
考
え
て
み
ま
寸
と
、
昨
年
対
比
で

二
五
O
%
以
上
に
念
る
と
い
う
よ

う
もな

予
定
で
ど
ざ
い
ま
す
。

今
回
、
補
正
財
源
の
関
係
か
ら
五
百
六
十
七
万
五
千
円
を
計
上
い
た
し
‘ま

し
て
、
娯
楽
施
刑
判
・
刺
用
税
の
焚
付
金
統
一
倒
と
し
て

四
千
五
百
八
十
七
万
五
千

円
と
い
う
ふ
弓

K
予
定
を
い
た

し
て
ど
ざ
い
ま
す
。

と
れ
は
昨
怨
対
比
で
申

し
ま
す
と
.
二
三
六

・
八
%
の
増
織
と
い
う
ζ

と
に
桐
な
り
ま
す
。

七
款
の
突
通
安
全
対
策
特
別
焚
付
金
で
ど
さ
い
を
す
が
、
本
補
助
金
児
つ

主
ま
し
て
も
椛
助
の
内
定
焚
付
が
ど
ざ
い
ま
し
て
、
七
百
五
十
三
万
八
千
円

と
い
勺
ふ
う
陀
通
知
が
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
当
初
予
算
計
上
額
と
の
差
額

二
十
万
二
千
円
を
今
出
計
上
い
た

し
て
ど
ざ
い
主
ナ
。

十
五
款
の
品
開
越
金
と
し
て
今
回
百
六
十
七
万
三
千
円
を
計
上
い
え
し
ま
し

た
。
四
十
七
位
出
伎
の
決
算
関
係
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
決
貨
を
い
た

し
ま

し
て
監
査
委
員
の
監
交
に
付
し
て
ど
さ
い
吏
す
が
、
現
京
ま
で
の
数
字
と
し

て
操
り
議
さ
れ
べ
き
剰
余
金
が
六
百
六
十
七
万
三
千
円
余
ど
ざ
い
ま
す
の
で

今
同
当
初
予
主

と
の
差
摂
百
六
十
七
万
三
千
円
を
祈
正
財
湾
と

し
て
斗
上
J

て

い
た

し
て
と
ざ
い
ま
す
。
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以
上
、
茂
入
も
簡
単

K
仰
説
明
申
し
上
げ
・ま
し
た

が
、

品
川
出
と
同
じ
く
千
二
十
二
万
六
千
円
の
補
正
と
い
弓
ζ

と
に
相
会

b
-ま
し
て

歳
入
も
そ
れ
ぞ
れ



歳
入
歳
出
残
金
な
し
と
い
内
田
こ
と
で
制
上
し
て
ど
ざ
い
ま
す
。

コ
決
μ
一て

f
L
4
さ
B
r
J
1

(
吉
田
勇
治
郎
芳
)

以
止
で
、

各
吋
一
叩
噌
恨
の
説
明
は
終
一り
ま
し
た
。

休

会

O
話
F
K

(
士
口
同
一
%
治
郎
君
)

か
は
か
り
い
た
し
を
す
。

一3
笑
霧
殺
の
た
め
、
明
八
月
二
十
五
日
及
ひ
二
十
六
日
の
二
日
間
を
休
会

い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
れ

K
澗
異
議
ど
さ
い
吃
ぜ
ん
カ
。

(
「
田
耕
一
誌
な
し
」

と
呼
ぶ
者
あ
り
)

よ
っ
て
、

明
八
月

o
F長

(
吉
田
勇
治
問
君
)

制
民
計
議
左
し
と
認
め
ま
す
。

二
十
五
日
及
び
二
十
六
日
の
二
日
肘
同
休
会
す
る
こ
と

K
決
し
ま
し
た
。

延

会

午
前
十
一
時
二
十
一
分
延
会

0
一
語
一
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
水
日
の
会
訟
は
ζ

れ
K
て
延
会
い
た
し
た
い
と

思
凹
ま
す
。
こ
れ

K
御
国
宍
一
詐
ど
さ
い
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
説
副
長
(
士
ロ
間
活
一
治
郎
君
)
御
兵
器
な
し
と
訪
問
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
日
は

こ
れ

K
て
延
会
す
る
こ
と

K
決
し
ま

し
た。

次
会
は
八
月
二
十
七
日
午
前
十
時
開
会
と
し
ま
す
。
そ
の
訟
申
号
以
、
通
告

rh
よ
ゐ
行
政
一
般
質
問
と
い
た
し
ま
す
。

O
本
日
の
会
話

K
付
し
た
手
件

一
、
会
部
録
署
名
談
員
の
指
名

一
、
会
期
の
決
定

一
、
報
告
第
二
号
、
一
試
日
出
会
鋒
六
十
号
乃
至
彰
笑
第
六
十
三
号

一
、
休
会
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